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本日の内容

１．電機連合の紹介

２．障がい福祉の取り組み

３.  2024年交渉の取り組み



美 し い 地 球 ・ 幸 せ な 暮 ら し
全日本電機・電子・情報関連産業労働組合連合会

3

◆ 名 称 全日本電機・電子・情報関連産業労働組合連合会

（Japanese Electrical Electronic & Information Union）

◆ 結成年月日 １９５３年６月１日（於 山梨県甲府市）

◆

◆

本部所在地

地方協議会

〒１００－００１１

東京都千代田区内幸町１－３－１ 幸ビルディング７階

ＴＥＬ ０３-４３３０-０７３１(代)

ＵＲＬ http://www.jeiu.or.jp

全国３５地域（右図）

◆ 加盟組合数

構 成 人 員

２ ０ ２ ４ 年 １ 月

現 在

電機連合とは

電機産業で働く仲間が集う、産業別の労働組合です。

http://www.jeiu.or.jp/
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電機連合加盟組合と企業

加盟組合 加盟組合の企業

パナソニックグループ労連
日立グループ連合
全富士通労連
東芝グループ連合
三菱電機関連労連
ＮＥＣグループ連合
シャープグループ労連
村田製作所グループ労連
富士電機グループ連合
ＯＫＩグループ連合
安川グループユニオン
明電舎労働組合 

Etc.
Ｅｔｃ．

http://www.meidensha.co.jp/pages/top/index.html
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１．電機連合紹介

２．障がい福祉の取り組み

３.  2024年交渉の取り組み
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障がいのある自分の子どもに労働組合は何をしてくれるのか

１人の組合員の声から始まった労働組合の福祉活動

【参考】電機連合神奈川地協 障がい福祉委員会
https://www.jeiu.jp/kanagawa/activity/news/20
09091014/

https://www.jeiu.jp/kanagawa/activity/news/2009091014/
https://www.jeiu.jp/kanagawa/activity/news/2009091014/
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バリアフリーを求めて

１９８６年 「街は育っているか１万人集会」

2004年まで 「交通アクセス集会」を実施

電機連合 神奈川地協の取り組み

当時は、親同士が連携し自主的に子ども
たちの療育の場を作り始めた頃。訓練する
場も少なく、労働組合の事務所を訓練場
所として解放した。

1979年～
「ふれ愛の旅」開始

1972年
・電機連合神奈川地協「心身障がい児(者)対策委員会」
（現在は「障がい福祉委員会」）を設置
・療育センターから専任の相談員が常駐し、福祉相談を実施
・労働組合の事務所を療育の場として提供 など

「労働組合運動の本来の目的から
いって、ちょっとおかしいんじゃない
か」との意見も組織内にはあった。会
議を何回も開催して、議論を重ねて、
最後は分かってくれた。
対策委員となって、障がい児施設に
行き、子どもたちと一日、生活を共に
した。
良いことをやっているとか、そんな生
意気なことを思ったことは一回もない。
始めたからにはやめるわけにはいか
ないと必死になってやったというのが
本当のところ。

「なぜ、うちが貸さなくてはいけないん
だ」。障がい者活動は組合内で理解さ
れていたけれども、自分の場所を提供す
るかどうかという問題では、組合役員の
おごりみたいなものがあって、容認派と
反対派が激論した。でも最終的には、満
場一致で貸すことにした。

彼らと一緒に行って、朝から晩
まで一緒に過ごして悩みも聞き、
その悩みを持ち帰り、われわれ
がどうしなくてはいけないのか、
教えられた。

各駅舎にエレベータが設置されるようになった

活動資金は、職場の方々からの

ティッシュペーパーカンパと
ふれ愛自販機 電機連合

本部にも
設置
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199６年～
活動から20年。障がい者の就労を支援する社会福祉法人
「電機神奈川福祉センター」（横浜市）を設立
https://www.denkikanagawa.or.jp/

「なんで労働組合がそこまでや
らなければならないのか」。
職場から疑問の声も寄せられ
た。幾度か挫折を繰り返す中で
最後に見出した結論は、「労働
組合だからこそできるのではな
いか」との発想だった。就労の
場となる傘下企業や活動を支
える労組があり、ボランティアを
担える多くの組合員がいる。

活動が20周年を迎えると
いうことは、当時生まれた
ばかりの障がい児も成人
式を迎えた。いわば自立
の時期だが、彼ら、彼女ら
を取り巻く環境は今でも
厳しい。そうした現状認識
をふまえて、就労支援の場
を設立した。

電機連合 神奈川地協の取り組み

作業は一般工場のラインと同様
の体制をとり、企業の現場経験
のあるOBが教えている。
就労後の定着支援にも力を入
れている。

◼これまでの支援状況（2023年度現在）
＊障害福祉サービス事業（6か所）と障害者就労支援・援助セン
ター（3か所）の合計

・就労者数及び定着支援者数：2,347名
・就労継続支援B型利用者    ：  123名

なお、現時点で求職者数は1,143名（就労移行支援事業利用者含
む） 

電機神奈川福祉センターの事業内容

◼ 障害福祉サービス事業所（６か所）
・ぽこ･あ･ぽこ（横浜市）
・わーくす大師（川崎市）
・ウィング・ビート（川崎市）発達障がいのある方対象
・ミラークよこすか（横須賀市）
・港北はぴねす工房（横浜市）
・戸塚はなえみ工房（横浜市）

◼ 障害者就労支援・援助センター（３か所）
・横浜南部就労支援センター（横浜市）
・湘南地域就労援助センター（藤沢市）
・中部就労援助センター（川崎市）

◼ 高齢・地域福祉サービス（1か所）
・横浜市新杉田地域ケアプラザ（横浜市）

https://www.denkikanagawa.or.jp/
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取り組みから半世紀が経った、2022年
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電機連合「障がい者支援ガイドライン ～誰もがいきいきと働き暮らす共生社会
の実現に向けて～」（2022年７月）を策定

障がい者支援ガイドラインの策定

ガイドライン

リーフレット

トップメッセージ

項目

1970
年代

・労働協約闘争にて「心身障害者雇用
の促進」に取り組む（1974年）
・調査時報No.136「心身障害者対策
調査結果」発行（1977年）
・「電機労連の心身障害者対策」を確
立（1978年）

1980
年代

・調査時報No.222「電機労連障害者
生活ニーズ調査と課題 」を発行
（1987年）

1990
年代

・障がい者教育ローンの融資を実施
・障がい者雇用促進キャンペーン月間
を設定
・「地球・愛の基金」を活用した支援

2000
年代

・障がい者雇用の促進
「地球・愛の基金」を活用した支援

2010
年代

・「障がい者施策に関する電機連合の
当面の考え方」を策定（2013年）
・労働協約闘争にて障がい者雇用の
促進に取り組む（雇用率の状況や就
業環境の整備など）（2013年、20１６
年）

・障がい者雇用の取り組み支援と理解促
進
・障がい児・者を家族にもつ労働者の両
立支援

2．ガイドラインの副題に込めた想い

障がい者支援の取り組みは、職場に限ったも

のではなく、社会におけるさまざまな制度、仕
組み、あるいは私たちの意識（無意識）にある
「障壁」を取り除くことも重要です。そのことが、
お互いの人権や尊厳を大切にし、支え合い、誰
もがいきいきとした人生を送ることができる共
生社会の実現につながるものと考えます。
ガイドラインに示した取り組み事例等を通じて、
「障がいのある人とは一方的に支えてもらう側
の人ではなく学び合う存在であること」「障が
いの有無にかかわらず人がもつ可能性は無限
であること」「障壁とはむしろ自らの側にあるこ
と」などの気づきとなって、共生社会の実現に
向けた一助になればと考えます。

1．ガイドライン策定の目的

電機連合の取り組み
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電機ジャーナルNo.266 （2023年1月）
https://www.jeiu.or.jp/report/topi
c/images/2023/DJ266.pdf

2022年11月4日
「障がい者支援シンポジウム」を開催

新春対談 シンポジウム等の開催

取り組みの周知・深化

202３年11月１4日
「障がい者支援セミナー」を開催

親の会の皆さんとの連携

https://www.jeiu.or.jp/report/topic/images/2023/DJ266.pdf
https://www.jeiu.or.jp/report/topic/images/2023/DJ266.pdf
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１．電機連合紹介

２．障がい福祉の取り組み

３.  2024年交渉の取り組み
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2024年交渉の取り組み（労働協約）

３．誰もが活躍できる環境の実現

（１）リスキリングを含むキャリア形成支援の取り組み
（２）ジェンダー平等の実現
（３）60歳以降の雇用安定・処遇改善に向けた取り組み
（４）障がい者の雇用促進と職場環境整備
（５）仕事と育児・介護との両立支援と、障がい児等をもつ家族など

個別事情に配慮した取り組み
（６）ヘルスリテラシー向上の取り組み
（７）定年後再雇用者、無期契約労働者 、パートタイム・有期契約

 労働者の労働条件の改善と組織化の推進

２．働き方改革の取り組み

１．適正な総実労働時間の実現

心身ともに健康かつ安全に働くことができる労働時間を確保したうえで、最大限のパフォーマンスが発揮できるよう働き方改
革を継続し、 個人および組織の生産性向上につながる取り組みを行うこととします。さらに、多様性を尊重し、誰もが働きやす
く活躍できる職場環境の実現をめざすとともに、家庭生活や地域活動、社会貢献、 自己啓発など個人のための生活時間を
確保して、一人ひとりの人生の豊かさを追求できるよう取り組みを行うこととします。
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＜ 取り組みの背景＞
➢ 出産・育児、家族の介護や看護により離職することなく、就業を継続できるための環境整備はも
ちろんのこと、就業を継続した場合にも望むキャリアを形成していくことができる環境整備が求めら
れる。

➢ 障がい児や医療的ケア児は、子の年齢で発達段階を区切ることができないことが多く、現在の
育児・介護休業制度では必ずしも十分に対応できていない。障がい児等を養育する労働者に対
して、柔軟かつ具体的な配慮の視点をもつなど、多様な事情に応じた個別の対応が求められる。

誰もが望むキャリア形成を実現できる環境整備の観点から、両立支援制度のさらなる充実に取り
組むとともに、労働者の個別ニーズ・事情（家族が障がい児等である、ひとり親であるなど）と本人
の意向確認、および意向をふまえた両立支援制度等の適用について労使協議を行い、職場環境
整備に取り組むこととする。

３．（５）仕事と育児・介護との両立支援と、障がい児等をもつ家族など個別事情に配慮した取り組み

2024年交渉の取り組み（労働協約）
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障がい児の場合は、中学生以降も
一人で自宅に留守番する事が難し

いケースがある。短時間勤務
制度の延長を

自閉症スペクトラム障がい
児の親。週に一度平日に療

育に通っている。障がい
児育児に対する休暇
制度の充実を

障がい児が生まれる前に想い
描いていたキャリアプランや
人生観は全く変わってしまっ

た。一人の人間として自
分らしい生き方ができる
よう支援を

遠方の病院への通院、学
校への送迎や急な呼
びだしもある。仕事の両
立が難しい

保育園の入園が難しい。
小学生からの放課後デイ
サービスの預かり時間
が短い。フルタイムには戻
れない

障がい児の育児をして
いることが言いやすい社
会にしてほしい

職場の声

知的障がい児の親。親
亡き後の経済的不
安がある

障がい者の支援は１８歳を境に
激減。金銭的なものは勿論、生活・
自立サポートの充実を
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2024年交渉の取り組み（労働協約）

（５）仕事と育児・介護との両立支援と、障がい児等をもつ家族など個別事情に配慮した取り組み

➢ 両立支援制度の整備・拡充の取り組み

障がい児・者をもつ家族への両立支援は家族の障がい特性や程度によって対
応ニーズが異なることを想定し、労働組合として組合員の個別ニーズ・事情を把
握したうえで、会社に対して、柔軟な働き方・休暇制度の導入、あるいは既存制
度（育児・介護休業法など）の拡充や柔軟な運用を求めることとする。

組合員の中には、障がい児・者を家族に持つ方、またそのことを言い出せない方
もいる。両立支援制度の整備とともに、当該制度が障がい児・者を家族にもつ従
業員も対象であることを含む周知に取り組むことも重要。

障がい者支援ガイドライン（2022年７月）：抜粋

②障がい児等をもつ家族など個別事情をふまえた取り組み
労働者に対して定期的かつ効果的なタイミングで両立支援制度・福利厚生制度等の周知や情
報提供を行うこと。また、家族に障がい児や医療的ケア児がいる場合、ひとり親であるなどの個
別事情に関する本人の意向を確認し、その意向をふまえて、両立支援制度等を柔軟に適用・運
用するなどの配慮をすること。
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ご清聴ありがとうございました。
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